
北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会の事業推進につきまして、日頃から皆

様には格別のご理解とご協力をいただき

心より厚く御礼申し上げます。

さて、本協会は2010年度も皆様方の

ご協力をいただきながら、留学生の派遣、

海外農業技術セミナーの開催などの事業

を予定どおり実施いたしました。

2010年度は、酪農研修コース2名と

英語研修コース2名をオールズカレッジ

に派遣いたしました。酪農研修コースは

2010年4月から例年どおり最初に英語

研修等を行ったのち農家実習に入り、9

月よりオールズカレッジの授業に出席

しました。また英語研修コースは2010

年5月から4ヶ月間アルバータ大学で英

語を学習し、9月から酪農研修コースと

合流して、オールズカレッジで授業を受

けています。2011年度は英語研修コース

1名の派遣が決定し、4月派遣に向けて予

定どおり準備を進めているところです。

海外農業技術セミナーは2011年2月

23日にカナダ・ケベック州の酪農家

デイビッド・クラック氏を招いて、「私

の酪農経営と乳牛改良の戦略」をメイン

テーマとして、「どんな遺伝的特質が収

益の増加につながるかを知り、その選択

方法を知る」をサブテーマに乳牛の育種

改良に関する最新の話題について講演い

ただきました。同氏はこれまで多くの共

進会入賞牛や種雄牛を生産する牧場主と

して、また、共進会の審査員および大規

模牛群管理の専門家として幅広く活動し

ている方であり、生産者、審査員そして

指導者の視点から多彩な話題を紹介いた

だきました。今回は、188名の方に参加

いただき、盛会裏に終えることができま

した。2011年度もセミナー開催に向け

て準備を進めておりますので、開催日お

よび内容が確定次第、皆様にご案内いた

しますので、多くの方に参加いただけれ

ば幸いです。

2010年を振り返りますと、酪農・畜

産は口蹄疫や鳥インフルエンザの発生を

経験し、伝染性の病気の怖さと家畜防疫

の重要性を強く実感させられた一年であ

りました。韓国でも口蹄疫が大発生しそ

の対応に苦慮している様子が伝えられて

います。口蹄疫や鳥インフルエンザの被

害に遭われた農家や地域の一日も早い復

興をお祈りいたします。世界がグローバ

ル化する今日にあって、わが国および

個々の農場における家畜防疫のあり方を

もう一度考え直さなければならない状況

にあります。また、酪農をとりまく経済

状況は、貿易自由化への大きな動きや中

東における政治不安にともなう石油や穀

物の価格上昇など、不安な状況が続いて

います。今後、持続できる酪農の将来の

ために、飼料自給率の向上、防疫体制の

強化、担い手の育成など多角的な対応が

求められるものと思います。

今後も当協会は、酪農の発展に寄与で

きるように貢献していきたいと考えてお

りますので、一層のご支援とご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

持続できる酪農の将来のために
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　麻田　信二
（学校法人　酪農学園理事長）
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第38回定期総会と派遣留学生報告会の開催
　2010年６月22日（火）に、酪農学園大学本館において第38回定期総会（2010年度）を開催し、

会員、関係者ら24名の方々にご出席いただきました。

　定期総会は麻田会長が挨拶を述べ、次いで北海道農政部農政課の橋本真明主幹から来賓のご

挨拶を頂いた後、以下の議案がそれぞれ承認されました。

第１号議案　2009年度事業報告ならびに収支決算報告について

第２号議案　2010年度事業計画ならびに収支予算案について

第３号議案　佐藤貢・雪印乳業—酪農学園・アルバータ大学奨学金基金の実施要領について

第４号議案　任期満了にともなう役員の改選について

　定期総会後には引き続き派遣留学生報告会を行い、2009年度（36回）派遣留学生の佐野綾音さんと池田未佳さんが、約１年間にわ

たる留学体験を、写真を交えて報告しました。（２名の報告書は、2010年７月発行のカナダ・オールズカレッジ派遣留学生報告書に掲

載しています。）

役 職 氏 名 所 属 備 考

名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事

顧 問
東　　修二 北海道 農政部長

佐藤　俊彰 ホクレン農業協同組合
連合会

代表理事
会長

会 長 麻田　信二 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
金川　幹司 学校法人酪農学園 副理事長

新 川成　眞美 雪印乳業株式会社 代表取締役
副社長

常任理事 鈴木　忠敏 酪農学園大学
エクステンションセンター 所長

理 事

原田　　勇 学校法人酪農学園 学園長

仙北富志和 学校法人酪農学園 常務理事

日下　雅順 学校法人酪農学園 常務理事

谷山　弘行 酪農学園大学・
酪農学園大学短期大学部 学長

安宅　一夫 酪農学園大学 教授

武田　善行 北海道国際農業交流協会 会長

掛村　博之 雪印種苗株式会社 代表取締役
社長

北　　良治 北海道ホルスタイン
農業協同組合

代表理事 組
合長

長谷川行夫 日本酪農青年研究連盟 委員長

菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授

星野　仏方 酪農学園大学
エクステンションセンター

次長
（国際交流）

監 事
新 永田　　享 酪農学園後援会 常務理事

高橋　　徹 雪印種苗株式会社 経理部
財務担当次長

役 職 氏 名 所 属 備 考

参 与

壇辻　雅博 雪印乳業株式会社 北海道
副本部長

新 干場　信司 酪農学園大学酪農学部 学部長

林　　正信 酪農学園大学獣医学部 学部長

金子　正美 酪農学園大学
環境システム学部 学部長

森田　　茂 酪農学園大学酪農学部
酪農学科 学科長

荒木　和秋 酪農学園大学
酪農学部農業経済学科 学科長

山本　克博 酪農学園大学
酪農学部食品科学科 学科長

本多　芳彦 酪農学園大学
酪農学部食品流通学科 学科長

加藤　敏文
酪農学園大学
環境システム学部
環境マネジメント学科

学科長

岩井　　洋
酪農学園大学
環境システム学部
地域環境学科

学科長

矢吹　哲夫
酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科

学科長

上田　純治 酪農学園大学
短期大学部酪農学科 学科長

野村　　武 酪農学園大学校友会 会長

板倉　敏雄 酪農学園大学
短期大学部同窓会 会長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学
酪農学部酪農学科 教授

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　2010年度役員　2010年6月22日現在
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クラック氏は優秀なブリーダーであると同時に、2010年ケベック・インターナショ

ナルショウの審査員を務めるなど、多くの審査をこなす一方、遺伝改良のアドバイザー

としても活躍されています。また、現在、国内種雄牛として大活躍のアイオーンの母

牛、メモリーを生産した牧場のオーナーとしても有名です。

デイビッド・クラック氏
Mr. David Crack Jr.

カナダ・ケベック州クラックホルム・ホルスタイン牧場主
Owner of Crackholm Holsteins in Quebec, Canada

講師紹介

海外農業技術セミナー

　北海道アルバータ酪農科学技術交流

協会主催の2010年度海外農業技術セミ

ナーが２月23日、酪農学園大学中央館

学生ホールで開かれ、カナダの酪農家デ

イビッド・クラック氏が「私の酪農経営

と乳牛改良の戦略」と題して講演した。

クラック氏は、カナダ・ケベック州で

200頭を飼養するクラックホルム・ホル

スタイン牧場を経営。優秀なブリーダー

であると同時に、遺伝的改良のアドバイ

ザーとして活躍している。国内種雄牛と

して評価の高いアイオーンの母牛「メモ

リー」を生産した牧場オーナーとしても

有名である。

　開会あいさつで、同協会の麻田信二会

長(酪農学園理事長)は「世界的育種家

であるクラック氏に、遺伝的改良につい

ての幅広い知識や情報を紹介していただ

くことは、今後の北海道や日本酪農の方

向性を学べる良い機会である」と参加し

た酪農家や酪農関係者、学生ら約200人

に呼び掛けた。

　講演でクラック氏は「どのような乳牛

改良を試みることが経営の収益増につな

がるかを酪農家がまず理解し、その選択

方法を知ることが重要」と指摘し、その

選択方法の一つとして、自らが取り組ん

でいる「ゲノム検査による遺伝的改良」

を挙げた。ゲノムとは、一つの生物が持っ

ている遺伝情報のことで、ゲノムの解析

検査からは牛の体型や生産性、健康面な

どの個体情報を導き出すことができる。

　クラック氏は「ゲノム検査は精度が高

いことから、遺伝的改良のスピードを速

めると同時に優良牛を作出することに役

立つ。１頭では無意味でも、牛群改良に

は間違いなく利用すべきツールである」

と強調。さらに「牛群に問題を抱えてい

る酪農家には、その解決方法の一つとし

て遺伝学を役立てることをお勧めした

い。新しい取り組みを恐れずに挑戦する

ことが大切である」とその利用を促した。

（酪農ジャーナル2011年４月号より一部引用）

写真：生産者、審査員、指導者の視点で講演するデイビッド・クラック氏
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佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2007年度より始まった佐藤貢・雪印乳業－酪農学園・アルバータ大学奨学金が、2010年より

５名に10万円が与えられることが総会にて承認されました。

　第３回派遣奨学生として、酪農研修コースに１名、集中英語研修コース４名の合計５名が選ばれ

ました。

　出発に先立って2010年８月18日（水）に奨学金授与式が行われ、麻田会長から奨学金と奨学金

証明証が授与されました。奨学生５名は８月20日（金）に日本を出発し、酪農研修コースはアル

バータ大学で２週間の英語研修を受けた後、エドモントン近郊バーヘッドの牧場で２週間の酪農実

習を体験しました。集中英語研修コースの４名は、アルバータ大学で４週間しっかり英語を勉強し、

５人そろって９月18日（土）に無事帰国しました。

アルバータ大学短期奨学金研修成果報告 酪農学園大学　獣医学部獣医学科　２年

小出　健太郎

　私がこのプログラムに参加した理由
は、将来獣医師として世界で働きたいと
考えているので、異文化の中での生活を
経験し、異文化に対する柔軟性や母国語
ではない言語でのコミュニケーション能
力を身につけたかったからです。そのた
めに、私はこの短期留学に出発する前に
２つの目標を立てました。それは、『旅
の恥は掻き捨て』と『郷に入っては郷に
従え』です。失敗を怖がらないで吸収で
きるものは何でも吸収して、しっかりと

「カルチャー・ショック」を受けて帰っ
てこようと思いました。
　前半の２週間ほどは私たち酪農学園の
メンバー５人だけの授業や、他の日本の
大学の学生と合同の授業を受けました
が、後半に入るといろいろな国の人たち
と一緒に授業を受けました。授業ではリ

スニングやリーディング、ライティング
の他に、ペアもしくはグループで先生か
ら出された課題についての話し合いが毎
回ありましたが、私にはこれが最も勉強
になったと思います。休み時間にも出来
る限りたくさんの人に声をかけ、会話を
しましたが、みんな優しくて英語の勉強
に一生懸命でした。様々な国の人達と会
話をしたことで文化の違いなども知るこ
とができました。
　英語を通して様々な国の人達と会話を
し、友達になれるというのは今までに経
験したことのない楽しさと興奮がありま
した。同じクラスで長期間滞在する酪農
学園の先輩が、たくさんの人達と携帯電
話の番号を交換していたことがすごくう
らやましかったです。
　私はカナダにいた間、１秒１秒を大切

にし、自分を真っ白にして楽しいことも
つらいこともすべてを吸収するように努
めました。異国の文化を体験でき、英語
を通して異なる文化の人達と交流するこ
とに今まで経験したことがない楽しさを
感じました。
　今回の短期留学に参加するにあたり、
北海道アルバータ酪農科学技術交流協会
を通じて『佐藤貢・雪印乳業‐酪農学園・
アルバータ大学奨学金』を頂くことがで
きました。奨学金は主にカナダ滞在中の
食費や学校への通学費などに使わせてい
ただきました。この奨学金のおかげで私
はすばらしいチャンスをもらい、異国文
化を知ることができたことに大変感謝を
しています。ありがとうございました。

●佐藤貢・雪印乳業—酪農学園・アルバータ大学奨学金について
目　的 　酪農学園大学の学生に対してアルバータ大学の研修プログラムへの参加を奨励し、学生の資質向上と国際感覚の涵養を目的とする。

概　要

１．酪農学園大学学生派遣のための奨学金制度とし、３年実施後に再検討する。
２．対象は夏季短期研修プログラムとし、一人あたり10万円、毎年５名に奨学金を授与する。
３．酪農学園大学エクステンションセンターが、奨学金授与候補者を北海道アルバータ酪農科学技術交流協会に推薦し、同協会会長が奨学生

を決定する。
４．同意書の期限は3年間とし、継続の可否について検討する。

【酪農研修コース】

【集中英語研修コース】

酪農学部　酪農学科３年
中山みなみさん

酪農学部　食品流通学科　３年
北岡友里恵さん

獣医学部　獣医学科　２年
小出健太郎さん

環境システム学部　地域環境学科　２年
　中川　喜貴さん

環境システム学部　生命環境学科　３年
　丸藤　健悟さん
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酪農研修コース 2 名

第38回派遣留学生決定
選考試験
　2010年11月20日（土）に第38回（2011年度）派遣留学生選考試験が
行われました。適性検査、一般教養、作文、TOEIC（Test of English 
for International Communications）スコア、面接試験で総合的に判断し、
1名を英語研修コースに派遣することに決定しました。
　派遣が決まった留学生は、３月上旬に出発前英語研修に参加し、４月
下旬にカナダへ出発します。ホームステイをしながら、アルバータ大学
ELP（English Language Program）で４カ月間の集中英語研修を受けた
後、９月からオールズカレッジで専門科目を履修します。来年４月に派
遣留学プログラムを修了する予定です。

出発式開催
　第38回派遣留学生出発式を2011年３月２日（水）に行いました。派遣
留学生に決まった小野司くん（酪農学園大学２年生）は、麻田会長から
激励の挨拶を受けた後、英語で留学の抱負を発表し、奨学金が授与され
ました。帰国後の派遣留学生報告会では、目標を達成できたという力強
い報告が聞けることが楽しみです。

酪農学園大学
環境システム学部
生命環境学科２年

小野　　司

　私が留学を考えたきっかけは、高校

２年生の時に修学旅行で行ったドイツで

現地の学生さんにベルリンの町を案内

してもらったことです。この貴重な経験

によって、日本にはない文化に少しだけ

触れることができました。しかし、語学

力の未熟さと１日という時間的な短さも

あって、ほとんどコミュニケーションを

とることができませんでした。このとき、

気後れせずに話せていたら、もっといろ

いろなことを教えてもらえたのではない

かと思いました。そのためには、もっと

外国の人と多く接する機会を持てればい

いなと漠然と思っていました。そして、

去年大学の海外実習でマレーシアへ行

き、たくさんの人と英語によってコミュ

ニケーションをとることで、まだまだ自

分の語学力が低いということや、実際に

生活の中で必要なコミュニケーション力

は、経験することで得られるものだとわ

かりました。だから、１年間カナダで生

活し、たくさんの人と出会い、いろいろ

なことを経験してみようと思いました。

　留学するにあたっての目標として、日

本では経験できないことをすると決めま

した。海外での生活そのものもそうです

が、スポーツや文化、自然環境などを見

てこようと思っています。特に自然環境

については、ロッキー山脈や多くの国立

公園がアルバータ州にはあるので、そう

いった所を見て学ぶことで、日本での学

習にも役立つと思います。また、逆に日

本の文化や美しい風景を紹介し、日本に

興味を持ってもらえるように、たくさん

の人に日本の良い所や考え方について

話そうと思います。アルバータ大学には

様々な国の留学生が来ているので、色々

な国のことを知りたいし、知ってもらい

たいです。

　帰国後は留学で得た経験を生かし、国

際協力などの、海外での活動や研究をし

たいと思います。それは、自分がもらっ

た知識や経験を他の人のために使い、伝

えられたら、とても素晴らしいことだと

思うからです。私は、色々な国の人と出

会い、様々な考え方を知ることが多くの

経験を与えてくれると思います。この留

学でもそういった人と人との関わりを大

切にしたいと思います。

留学の抱負
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第36回オールズカレッジ派遣留学生からのたより

姉崎　正弥
酪農学園大学 短期大学部 酪農学科 2009年度卒業

（７月報告書より抜粋）
　今月は多くの酪農家がセールをした月で
した。僕がお世話になっている酪農家も去
年は７月だったそうなのですが、今年は９
月なのでゆっくりですが着々と準備を進め
ている段階です。しかし、既にセールに向
けて牛の見学に来る人々が多くおり、その
度に少しでも良く見えるようにと牛の手入
れや牛舎の徹底した清掃をしなくてはなら
ないので十分大変な労働ですが、皆の頑張
りを見ていると自分も頑張らねばと奮い立
たされます。
　そうした日々が長く続き、僕も大分育種
改良に興味が湧き、色々と質問をしていた
のですが、皆本当に楽しそうに教えてくれま
す。その姿を見るだけで改良に対する情熱
と牛に対する愛情が伝わってくるほどです。
　基本的にセールはマネージャーしかいか
ないのですが、MORSON FARMのセール
には全員総出で行ったのですが、ひとつの
牧場とは思えないほどのセッティングに驚
きました。またセールに出す牛の数も100
頭を超えており、とても大きなセールでし
た。オークション形式のセールなのですが、
去年は１億円を超える牛がいたらしいので
すが今年は残念ながら１億円を超える牛を
見ることは出来ませんでした。
　そして７月はカウボーイ、カウガールの
大祭典Calgary Stampedeの月でした。実
は、僕が滞在している牧場のオーナーであ
り、一緒に住んでいるMargaretの息子さ
んはCalgary Stampedeの理事長をやって
おり、招待してくれました。招待朝食会や
パレード、ロデオ、理事長夕食会と本当に
一日を満喫させてもらい、また後日チャッ
クスワゴンレースという四頭の馬がワゴン
を引っ張るレースも見に行かせてもらい、
本来なら入ることのできない関係者と記者
専用の最前列席で観戦させてもらい存分に
楽しむことができたのと同時に、現地の人々
でもなかなか出来ない貴重な体験をするこ
とができ、本当に運が良かったと自分でも
思うばかりです。
　実習も残ること１ヵ月となり、かなりあっ

という間だと感じていますが、残り１ヵ月
でもっと多くのことを学ぶとともに、英語、
そして料理を上達させ９月から始まる学校
に備えようと考えています。

佐々木絵里子
酪農学園大学 酪農学部 酪農学科　３年

（６月報告書より抜粋）　
　４月末Olds　Collegeから酪農実習先の
Coaldaleという町に移動し、１日からGys 
Vendenpolさんの牧場で４カ月の実習が始
まった。ファームステイ先はホストファザー
のGysとホストマザーのSiliaそして３人の
娘さんCorienとDjoekeとTillyの５人家族
で1999年にオランダからカナダに移民し、
酪農をしている家族だった。ホストファミ
リーにはセカンドハウスがあり、私はそこ
に住んでいる。食事はホストファミリーと
一緒に食べ、後は自由にセカンドハウスと
ホストファミリーの家を行き来することが
できた。
　ここはつなぎ牛舎で75頭ほど搾乳し、育
成牛と雄牛合わせて150頭ほど飼育してい
る牧場であった。そして私の仕事は主にベッ
ドメイキングと仔牛の世話をすることに
なった。初日はやり方を説明してもらいな
がらホストファミリーと一緒に作業してい
たが、次の日からは私一人でやることになっ
た。今まで酪農実習はしてきていたが、常
に搾乳ばかりしていたので、ベッドメイキ
ングをすることに全く慣れていないためか
なり時間がかかってしまった。しかも気持
ちばかりが先走り、牛舎内で走ってしまい
牛舎内では走らないようにと初歩的な事で
注意を受けてしまった。Gysの口癖はTake 
a easy！（気楽にやってくれ。急ぐ必要は
ないよ。）と毎日のように言われた。それか
らは時間を気にせず、しっかりと仕事をこ
なせる様に心掛けた。そしてここで働いて

いるWilbertが私の作業を手伝ってくれた
こともあり、余裕をもって仕事をすること
ができた。
　１日の日程は毎朝６時45分から仔牛にミ
ルクをあげ、８時ぐらいに朝食をとり、食
べ終わり次第ベッドメイキングをし、10時
過ぎに休憩をし、また作業し12時半ぐらい
に昼食をとり１時間ほど休憩し、２時ぐら
いからまた作業し、６時半ぐらいには全て
の作業が終了。作業が終わり次第夕食の時
間でその後は自由に過ごすことができた。
２週間仕事をし、土日の２日間休みがもら
えた。
　５月最大のイベントが29日に行われた共
進会だった。ホストファミリーは毎年参加
し、常に上位の評価を受けていたため家に
はトロフィーなどがたくさんあった。そし
て今年も上位の成績でペナントをもらうこ
とができた。私は初めての共進会だったた
め見るもの全てに圧倒された。初めて牛の
毛を刈ったり、洗ったり、これほど大変だ
とは思いもよらなかった。とても貴重な体
験ができた。
　実習が始まり、もう１カ月が経ってしまっ
た。仕事に早く慣れよう、ホストファミリー
とたくさん話そうと気を張っていたせいか、
１日１日がとても速かった。残り３カ月もう
少し心と時間の余裕をもって生活していき
たい。

実習先のファーム

共進会

〈酪農研修コース〉
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西條晋太朗
酪農学園大学 環境システム学部 生命環境学科３年

（６月、８月、12月、１月報告書から抜粋）
　６月でアルバータ大学での英語研修の最
初のタームが終わり、２週間の休みがあった
ので、私の留学目的の一つである「アルバー
タ州の野生動物管理行政の資料を集める」
ため、魚類・野生生物地方事務所へ資料を
もらいに行きました。ここでは、アルバータ
州の狩猟行政などを管理しているところで
もあり狩猟行政のスペシャリストであるRob 
Corrigan氏から貴重な資料をもらうことが
できました。アポイントメントをとらずに
行ったのですが、とても親切に説明してくだ
さったのでとても感謝しています。
　 オ ー ル ズ カ レ ッ ジ 移 動 の た め に
Edmontonを離れる２日前、最後にもう一
度魚類・野生生物地方事務所に行き、お話
を聞きに行きました。今回は、酪農学園大
学で私が所属しているゼミ室の赤坂先生か
らの指示もあり、前回は貰うことができな
かった資料を手に入れることができました。
特に、現在のアルバータ州の環境法や狩猟
に関しての資料はとても量が多かったこと
もあり、メールで資料を送ってもらうこと
になりました。資料を提供していただいた
Rob氏にはとても感謝しています。あとは
自分の英語スキルが高ければより深い話も
できたと思うのですが、今の自分にはなか
なか難しいものがありました。また機会が
あれば是非立ち寄りたいと思います。
　Exam期間の前に、友達のジョディと一
緒にエルクの個体調査に同行させてもらう
ことになりました。ジョディはU of Dの交
換学生で前期だけこっちで講義を受けてい
ました。彼女は去年からエルクの個体調査
を始めていて、そのレポートを読んでいた
ら、「じゃあ実際に行ってみる？」と聞かれ
たので行ってみることにしました。その場
所はロッキー山脈近くで昼間は山脈が、夜
にはすばらしい星空を見ることができまし
た。草原地帯は空を遮るものがないのでま
さにベストポジションでした。エルクはそ
の日だけで700頭近く見ることができまし
た。エルクを捕獲するための罠やどうやっ
てエルクに発信器を付けるかなどを教えら
れました。帰りの日は宿泊場所を提供して
くれた人の家で飼っている馬にも乗ること

ができました。これ以上にない経験ができ
ました。
　１月の金、土、日はほとんどフットサルの
大会に参加していました。結果は散々でし
たが内容としては悪くないと思ったので次
の大会ではもっと上位を狙えると思います。
人間関係の方も最初に比べると格段に良く
なっています。最初は自分や谷内に対しての
態度が冷たく感じましたが、今では練習中
に冗談を言えるまでになり、一緒に飯を食っ
たりしています。自分の場合はかなりいじら
れていますが‥‥。それでもこんなに話せる
ようになったのは本当に驚きです。

誕生日パーティーで

谷内　秀久
酪農学園大学 環境システム学部 生命環境学科３年

（４月〜８月報告書抜粋）
　カナダについて、いろいろなイベントが
ありました。ポーカーをして20ドル負けた
り、牛乳が４ℓで売られていて、牛乳好き
の私にとって、テンションがあがったり、
バースデーパーティーに招待さてたり、エ
ドモントンモール行きのバスを間違って、
わけのわからない場所についたり、韓国人
に宗教の勧誘を受けたり、西条が口座をつ
くってなくて、一緒に銀行に行ってあげた
り、墓地に行ったり、なんだかんだ、いい
日を過ごしてる気がします。
　留学した人ならわかると思いますが、ほ
かの国（特にサウジアラビア、中国人）は、
どのレベルのクラスでも、めちゃくちゃ英
語をしゃべれます。まずメンタル面が弱い
人はここで、一回心が折れるかもしれない
です。自分以外の人はみんな英語がべらべ
らしゃべれると思ったほうがいいと思いま
す。それぐらいみんなじゃべれる。私のク
ラスは色々な国の人がいます。中国、韓国、
チリ、ブラジル、ベネズエラ、ロシア、サ
ウジアラビアの人がいます。みんな個性的
でおもしろい人ばっかりです。授業は最初

は大変だけど、絶対慣れれば聞き取れるよ
うになります。
　７月にとうとう２ターム目に突入しまし
た。新しい先生、新しいクラスメートと授
業が始まりましたが、前のクラスと違って、
日本人が5人もいてテンションが下がりま
した。自分は日本人をずっと避けてました。
はじめてしゃべったのは、授業が始まって
２週間ぐらいたってからくらいです…。こ
の時ぐらいから、やけに日本人が短期留学
でこっちにきて、合計100人以上の日本人
がいました。一番自分が仲良かった友達は、
チリの人です。彼は、日本のアニメのこと
をよく知っていて、いろいろと深くまで話
せて楽しかったです。少しスパニッシュを
教えてもらいました。スペイン語はローマ
字と同じ発音なので簡単に読むことができ
ました。もし英語が話せるようになったら、
スペイン語も挑戦してみようと思います。
　８月はエドモントン生活最後の月でした。
自分のクラスでは、最後にプレゼンテーショ
ンをしました。１チーム２人ペアです。自
分はベネズエラの子と組んでプレゼンテー
ションをしました。簡単な日常のことは、
だいぶ話せるようになったんですが、プレ
ゼンテーションのような深く細かいことを
決めるのは、お互いの英語スキルの足りな
さで苦労しましたが、いざとなったら、絵
とジェスチャーでどうにかなるなと思いま
した。それと同時にもっと深くまで英語で
会話できるようになりたいとも思いました。
本番では、パワーポインターを使い説明し
ましたが、メモとかは、見ることが禁止さ
れていたので、少し緊張しました。ただな
かなかの完成だと思います。最後の授業の
時にクラスのみんなと写真をとったり、ハ
グしたりしました。仲良くなったのに別れ
るのは、辛いことでした。そして８月22日
にOLDSに移動しました。エドモントンよ
り湿気があり寒いと感じました。これから
スタートする生活を楽しんでいきたいと思
います。

〈英語研修コース〉
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交流実績一覧
年　度

教育者・研究者 学　生 酪農青年 計 備　考派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 合計
1 1974 昭和49 1 8 9 9
2 1975 昭和50 1 9 1 10 1 11
3 1976 昭和51 1 9 1 10 1 11
4 1977 昭和52 1 1 10 6 12 6 18 学生派遣はアルバータ大学大学院
5 1978 昭和53 1 10 2 11 2 13
6 1979 昭和54 1 1 1 8 4 10 5 15 学生派遣はアルバータ大学大学院
7 1980 昭和55 1 1 9 3 10 4 14
8 1981 昭和56 1 1 10 4 11 5 16
9 1982 昭和57 1 1 10 5 12 5 17 学生派遣はアルバータ大学大学院
10 1983 昭和58 1 2 4 4 5 6 11
11 1984 昭和59 1 5 2 5 3 8
12 1985 昭和60 1 7 1 7 2 9
13 1986 昭和61 7 1 7 1 8
14 1987 昭和62 8 2 8 2 10
15 1988 昭和63 9 1 9 1 10
16 1989 平成	元 6 6 6
17 1990 平成	2 1 10 11 11 学生派遣はオールズカレッジ
18 1991 平成	3 4 4 4 オールズカレッジ
19 1992 平成	4 1 1 1 2 1 3 学生派遣はオールズカレッジ
20 1993 平成	5 7 2 9 9 学生派遣はオールズカレッジ
21 1994 平成	6 2 2 2 オールズカレッジ
22 1995 平成	7 4 4 4 オールズカレッジ
23 1996 平成	8 7 3 10 10 学生派遣はオールズカレッジ

24 1997 平成	9 10 1 11 11 学生派遣はオールズカレッジ6名、
アルバータ大4名

25 1998 平成10 6 6 6 オールズカレッジ
26 1999 平成11 2 2 2 オールズカレッジ
27 2000 平成12 4 4 4 オールズカレッジ
28 2001 平成13 3 3 3 オールズカレッジ
29 2002 平成14 1 1 1 オールズカレッジ
30 2003 平成15 2 2 2 オールズカレッジ
31 2004 平成16 1 1 1 オールズカレッジ
32 2005 平成17 1 1 1 オールズカレッジ

33 2006 平成18 4 4 4 オールズカレッジ
（内1名は英語研修コースで派遣）

34 2007 平成19 3 3 3 オールズカレッジ
（内2名は英語研修コースで派遣）

35 2008 平成20 3 3 3 オールズカレッジ
（3名を英語研修コースで派遣）

36 2009 平成21 3 3 3 オールズカレッジ
（1名を英語研修コースで派遣）

37 2010 平成22 4 4 4 オールズカレッジ
（2名を英語研修コースで派遣）

38 2011 平成23 1 1 1 オールズカレッジ
（1名を英語研修コースで派遣）

計 10 8 77 0 146 37 233 45 278
合　計 18 77 183 278

※酪農青年派遣事業はワーキングビザで渡航、1992 年からはワーキングホリデービザで渡航
※ 2006 年度学生派遣より、英語研修コースを新設（ファームステイの代わりにアルバータ大学 ELP で英語集中研修）

編集後記
　2011年2月に開催された海外農業
技術セミナーにはたくさんの方々にご
参加いただき、盛況のうちに幕を降ろ
しました。講師のデイビッド・クラッ
ク氏は、「このセミナーの歴代の講師
は大学教授ばかりで、肩身が狭い」と
謙遜していらっしゃいましたが、実は
教育学部出身で牧場主しているという
ユニークなご経歴をお持ちで、明るく
気さくな方でした。
　今号でアルバータニュースが100号
となりました。今後とも皆様からのご
支援を賜りますようお願い申し上げま
す。

（篠原）

会費・寄付金・助成金
誠にありがとうございました。感謝をもってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

（社）北海道酪農協会　（社）北海道ホルスタイン農業協同組合　（株）町村農場
（有）金川牧場　雪印乳業（株）　雪印種苗（株）　学校法人　酪農学園　（財）酪農学園後援会

（以上8件）

2010（平成22）年度会費・寄付金・助成金　合計　1,642,000円
平成23年３月23日現在

お く や み
協会事務局一同、生前のご尽力に深く感謝し、謹んで哀悼の意を表します。
涌田憲一殿　（52）2009年９月19日　逝去 参与　佐々木正一殿　2009年10月　逝去
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小松原昇一

三浦　有古
加藤　源右
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（以上24件）

　3月11日に発生した東北関東大震災におい
て被害にあわれた皆様に、謹んでお見舞い申
し上げますとともに、被災地の一日も早い復
興を心よりお祈り申し上げます。


